平成２７年第６回定例会会議録要旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆開催日時　　平成２７年６月３０日（火）　　午後３時００分開会　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　　　　Ｃ会議室
◆出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　清水孝英　　横山香代　　
◆議　　案　　議案第41号　国富町幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する
告示について
　　　　　　　　　　　　
◆教育長報告要旨（６月１日～６月３０日行事実績）

教育総務課
町立小中学校長会（８日）、コンプライアンス校長研修会（８日）、中学校用教科用図書宮崎地
区採択協議会（９日）、学力向上推進協議会（18日）、第２回国富町定例会招集（19日）、議
会一般質問（23日～24日）、議会本会議（24日）、木脇小学校計画訪問（26日）
　＊コンプライアンス校長研修会について
　　　コンプライアンスリーダーは各学校教頭であるが、今回は町立小中学校の校長を対象に
教職員の服務規律の問題について、県教職員課専門主幹の講義を受講し、各学校の取組を
話し合った。教頭については８月６日に研修会を開催予定。　　　
＊中学校用教科用図書宮崎地区採択協議会について
　　　今年から小学校は新しい教科書になっているが、来年度から４年間の中学校用教科用図
書の採択について宮崎市・綾町・国富町の１市２町で協議会を設けており、第１回目の採
択協議会が開催され、教育委員長・保護者代表の方とともに出席した。　
　＊学力向上推進協議会について
　　　各学校の校長と教務主任に集まっていただき、一番の課題である学力向上について協議
していただき学校に対し真剣な取組をお願いした。　　　
＊第２回国富町定例会について
　　　一般質問では４名の議員から８つの質問があり、戦後70年という節目の年でもあること
から平和教育の在り方のほか、体験学習について、地産地消を含めた食育の進め方につい
て、国の基準が示された統廃合問題について、新しい体育館の観覧席の増設について、芝
刈り機の貸与を伴うシルバー人材センター委託について質問があった。今回の議会から１問１答方式に変わり、改善すべき点もあるが議論としては活発な討論でとてもよかったと思う。
　　＊木脇小学校計画学校訪問について
　　　　学力向上について全ての先生が歩調を揃えて質の高い授業に取組み、なんとか子どもたちに力を付けたいという思いと、校長を中心に一体感のある様子が伺えた。
社会教育課
文化財専門委員会・地域文化財調査協力員会議（10日）、国富町立図書館協議会（16日）、高
齢者国富大学中央講座（18日）、第１回総合町民祭推進協議会（26日）
＊文化財専門委員会・地域文化財調査協力員会議について
　　　　文化財専門委員５名の方に委嘱状を交付し、文化財の保護と活用について専門的な立場
からの意見をいただいた。地域文化財調査協力員は、それぞれの地区において自分たちで
地区にある史跡等の保存調査を行うもので、１１名の方にお願いした。

＊高齢者国富大学中央講座について
　　　　宮崎市にあるふたば幼稚園理事長である井上米子さんが講師で、「坊主頭で死線を越え
　　　た少女」と題して、戦中戦後、なぜ坊主頭であったのか、女性に対する厳しい行為に対す
　　　る苦しくつらい生活を、涙ながらに話され、同年代の方が数多く参加されていたので共感
　　　を得ていたようでした。
学校給食共同調理場

　学校給食運営委員会（２日）、
　　　
◆会議録要旨
◇議案第41号国富町幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告示について
　家庭の所得状況に応じて保護者の経済的負担の軽減を図り、幼稚園教育の振興に資するために
就園奨励費を補助しているが、その申請手続きを簡略化し事業の拡大を図るため要綱の改正を行
うもの。活用することで、税務課の事務の簡素化になる。
【原案のとおり決定】
◆その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇木脇小学校計画訪問（６月26日）について：委員報告
朝のあいさつなど大きな声で元気よく挨拶し、気持ちのよい朝のスタートだった。一体感があり、子どもたちにより理解してもらおうと取組んでいるのが伝わってきた。この先生方の一生懸命さを保護者の方々が見たら、考えも変わり、もっと学校に協力的になるのではないかと感じた。
◇県立美術館移動ハイビジョンギャラリーについて
いろいろな芸術に触れる機会を持つことを目的とした県立美術館の事業で、県立美術館の職員が希望のあった学校に、美術館所蔵の絵画などを展示し、作品の解説や映像紹介などをするもの。
今回は６月９日に森永小学校で実施された。
◇平和教育について
学校の中での平和教育の取組は、教育活動全体をとおしてという形で国語科の単元であったり、修学旅行で体験学習をしたりしている。小学校では知覧を訪問し、中学校では被爆地は訪問しないが、行程の中で平和学習をするところもある。
◇就学指導委員会について
　今回は第１回目の会合であり、委嘱状の交付と年間計画の打合わせを行った。新入学児就学相談を９月から10月に、学校巡回就学相談を11月頃に実施する。新入学児就学相談については、町保健センター保健師の協力を得て、５歳児健診の結果を基に、気になる子どもの保護者への呼びかけをお願いしている。町では２年前から５歳児健診に取組んでおり、気になる子どもの早期発見と経過観察などに保険介護課・福祉課・保護者とが連携して取組んでいる。
◇子育て講演会（８月７日）について
　飛田県教育長を講師に向かえ、保護者にお願いしたいこととして「心優しき名も無き英雄を育てたい」をテーマに講演していただく。
◇教育講演会（８月21日）について
宮城教育大学名誉教授・相澤秀夫先生に道徳の特別授業と講演をしていただき、授業をどのように感動的なものにしていくか、手法を学びたいと思う。
◇中学生講演会（11月12日）について
福岡県在住の助産師、内田美智子氏に命の大切さをテーマに講演いただく予定。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（閉会午後３時４８分）
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